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実習期間：５月１０日～６月６日（４週間）
実 習 先：McGill 大学附属 Jewish General Hospital ER 循環器 Consultation Service
１．はじめに
この報告書を書くにあたり，海外の臨床実習に少しでも興味のある後輩のみなさんの役に立つものになれ
ばいいなと思います。海外での臨床実習はその国の言語での実習になるわけですから，日本で実習を行うよ
りも随分大変になることは間違いないと思います。しかし自分で自由に渡航先を選び，自分の行ってみたい
地に長期間身を置いて実習する機会というのはこの先どれだけチャンスがあるでしょうか。行きたいと思っ
た時そしてそれを実現させる可能性が少しでもあるのであれば，私はそれが行くべき時だと思います。私の
カナダでの４週間の実習は非常に忙しかったですし，大変だなと思うことがたくさんありましたが，本当に
中身の濃かった４週間で，戻れるなら今すぐもう一度第１週目の１日目に戻りたいという気持ちでいっぱい
です。昨年の１２月に渡航先の受け入れ大学が決まり，実際に現地に着くまで実習に際しての不安や，現地で
の生活の不安など得体のしれない不安はずっとあって常にどうしようと思っていましたが，そんな不安も抱
えながらでも何とかなるのだということをこの中で伝えていけたらと思います。
２．海外実習を希望した理由
昔海外に住んでいたことがあるということはありませんが，小さいころから英語学習が好きで好きで物心
ついた頃からいつかこれを使って仕事をしたいと思っていました。医学部に入ってからはいつか絶対英語圏
で医療活動をするのだという思いをずっと抱いていましたので，できる機会があるうちに英語圏での医療は
どのようになっているのかを見ておこうと思い実習を希望しました。
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３．実習までの準備
私の場合行きたいところはとにかく英語圏ということでアメリカ，カナダ，オーストラリア，イギリスを
考えました。この中でアメリカは実習を申し込む時点で USMLE Step１をとっていることが必須事項になっ
ている大学がほとんどで，申し込みができなかったので，残りの国の中からどこにしようか考えていた時に
海外生活をしたことのある従妹に相談したところ，カナダのモントリオールは移民が多いから色んな文化に
触れられるし，とにかくいい街だったから是非行ってみるといいとのアドバイスをされモントリオールで大
学を探すことにしました。モントリオールには英語系の大学に McGill 大学がありましたので，McGill 大学
の公募ところから申し込みをしました。McGill 大学は海外からの留学生を多く受け入れていることもあり，
留学の処理について連絡が滞ってなかなか話が進まないということはありませんでした。提出した書類は履
歴書，推薦書，健康診断書，予防接種証明書，IMED declaration，保険証，富山大学の留学担当になって
いただいた山城先生から私に関する調査書を提出していただきました。この中で最も厄介だったのが予防接
種証明書で，免疫があるからいいじゃないかと言っても受け入れてもらえず，McGill 大学で指定する回数
だけワクチンを打ったという証明書を送って下さいと言われ，すべての書類の提出が終わっても，これだけ
は何度も何度も突き返されて，受け入れ許可が出た後もこの予防接種証明書のやり取りは続きました。２００９
年９月の終わりに公募に申し込み，McGill 大学から受け入れ許可の連絡が来たのは１２月の初旬です。予防
接種証明書のやり取りは１月中旬位まで続きました。１２月の初旬に受け入れ許可の連絡が来てからはカナダ
大使館に連絡を取り大使館指定の病院（東京，大阪，福岡などの都市圏）での健康診断を受けるように言わ
れ健康診断を受けた後に，VISA の申請をするように言われ申請を済ませ，これで留学に関する一連の流れ
は完了でした。本来 VISA の申請は６カ月以下の滞在の場合はいらないとのことですが，臨床実習をする場
合は必要なようでした。この辺は case by case な様ですので，大使館に問い合わせを欠かさずするのが良
いと思います。
留学が決まったのを受けて航空券の手配や住むところを探しました。航空券の手配は航空会社のホーム
ページから申し込み，住むところは大学に一応手配してほしい旨を伝えましたが，大学寮は貸し出していな
いといわれましたので，自分で探すことにしました。モントリオールの情報交換掲示板の様なものでルーム
メート募集をかけているところで今回の滞在先は見つけました。たまたま私に部屋を貸してくれた方が日本
人の McGill 大学の博士課程の学生だったこともあり，非常にスムーズに滞在先も決まり，後は出発を待つ
のみという状態になりました。部屋を探し出したのが３月の中旬で，部屋が決まったのが３月の後半でし
た。トラブルらしいトラブルは特にありませんでした。実習については後ほど述べますが，モントリオール
の生活で実習以外の面ではルームメイトが昨年まで私の実習先である Jewish General Hospital で研究員を
やっていたので，病院内のことはルームメートに聞けば何でも知っているし，日常生活の買い物などもルー
ムメートや部屋を貸してくれた日本人の学生がメールや Skype であれこれ教えてくれたので，生活に不自
由することはありませんでした。とても恵まれていたと思います。
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４．実習について
Morning Teaching
日々の実習は朝８時から１時間 Morning Teaching と言って McGill 大学の学生２人，Resident３人，
Fellow２人，Attendant１人，たまに Observer１～２人の約１０名で ECG の読み方，心房細動の治療，ACS
の診断，治療など循環器疾患に関するトピックについて学習会をします。学習会の Organizer は Student，
Resident，Fellow，Attendant が順次行う形で，参加者はどんな些細なことでもいいので１つの Topic につ
いて必ず一度は発言するよう求められます。チュートリ室程度の割りと小さめの部屋に１０人足らずのメン
バーがいるという感じの学習会なので，意見交換をするための距離が近いということもあってか非常に活発
に意見の飛び交う学習会で，皆非常に活発に意見を述べたり疑問点をぶつけたりしていました。
International の学生は McGill 大学にとって珍しいことではないので，日本人だからと言って容赦されるこ
とはなく Topic について知っていること，疑問点などをどんどんぶつけるよう言われます。一度発言の機
会を失うと以降どんどん発言の機会を失う気がして，２日目の Morning Teaching から本当に他愛のないこ
とでも発言するようにしました。
ER Cardiology Consultation Service
Morning Teaching が終了すると ER へ行き，夜間，日中に ER へ来た患者や院内の他科に入院している
患者の循環器関連の主訴を基に診療にあたる業務につきます。実習開始後２日間は指導医にくっついて，
McGill 大学の学生はどの程度まで臨床実習でやるのかを見学させてもらい，３日目からは実践の場に私も
送り込まれました。毎日 Cardiology Consultation Service が担当する症例は平均１０～１５症例程で，私が
Rotation していた最初の３週間は Resident も Fellow もいなかったので，私は自分で問診，身体診察，検査
の解釈を行い今後の治療方針，検査方針を立てるという作業を１日平均４症例任せてもらうことができまし
た。１つの症例について一通りの流れを立てた後，指導医に症例のプレゼンテーションし，指導医と問診，
身体診察からどんな鑑別を考えるか，また診断は何か，入院するか退院するか，治療はどうするか，診断さ
れた疾患について何を知っているかなどのディスカッションをします。問診，身体所見を基にディスカッ
ションをするので自分が患者から得た情報が全てです。“なぜこれを聞かなかったのか”“なぜもう少し詳し
く聞かなかったのか”“何故あの発言を軽く見てしまったのか”とディスカッションが終わった後は常に反
省を繰り返し，少しでも次はもっと良くしようと奮闘しました。また身体診察は自分自身で取った後に指導
医の前でもう一度取るように言われ，正しく行えているかチェックされます。毎回指導医のもとで身体診察
を行うので，常に OSCE を受けているような感じで本当に緊張して嫌で嫌で仕方なかったです。検査や治
療方針については自分の知識不足のため苦労しました。日本の実習ではここまでしたことないからできなく
ても仕方ないと割り切ってしまえばそれまでですが，指導医の先生は McGill 大学の学生と同じように指導
に当たってくださったので，本や電子ジャーナルを使ってひたすら勉強しました。
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Lunch Round
昼の時間帯（１２時半～１３時半）にはほぼ毎日病院の講堂
でアメリカ，カナダから著明な先生を招待して，講演が行
わ れ た り，学 生 や Resident 向 け の ECG セ ミ ナ ー や
CXR，CT，MRI の読影セミナーが行われていました。週
に１度はご飯が出るのでお昼はここでいただけたので幸い
でした。また毎週金曜日は循環器カンファレンスが行われ
ました。ここでは１週間の新入院患者で特に面白い症例を
紹介しディスカッションするというもので，循環器内科，
外科ともに意見交換がなされていました。
５．その他
自分の症例の合間には指導医の担当症例を見学したり，
学習的な身体所見がある患者がいる場合は Bed Side
Teaching が行われました。また空いた時間に外来や病棟
で心エコー，心カテ，ストレステストなどが行われている
場合はその検査を担当している Fellow や Attendant が指
導に当たってくださり，それらの検査の解釈について習っ
たりしました。
学生の実習は毎日１７時までで，以上の業務を１６時までにこなした後は毎日１時間ほどその日に外来で行わ
れた ECG を読むという業務にあたりました。ECG を渡されて“何が分かるか”と聞かれ，所見を言い，そ
れについて毎回フィードバックされるという作業をひたすらくりかえしました。
６．McGill 大学の学生について
私が ER を Rotation していた時に McGill 大学の学生と一緒に回ることはなかったので，実際に McGill 大
学の学生が毎日どのように実習をしているのかは話に聞く程度にしか知ることはできなかったのですが，学
生も Resident や Fellow と一緒に当直をしたりするし，もちろん Fellow や Attendant の追認は入ります
が，病棟で実際に患者を担当し管理をしたりもするそうです。
医学コースは４年間で３年生の時の１年間病院実習をした後に我々と同様，最終学年になったときに約
３ヵ月間の選択実習を行うそうです。
７．留学にかかった費用
実習代 ４００CAD＋５０CAD（留学担当の人への手数料）
航空券 約１６万円
アパート代 ４００CAD（１ヵ月半）＋１５CAD（光熱費）
その他 食費，定期など
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８．実習を終えて
Jewish General Hospital での実習は本当に毎日 Challenging で本当に大変だったなというのが心からの感
想です。しかし，毎日 Challenging な分一つの症例をしっかりと消化することができたときや，一度経験し
た症例と似たような症例が来たときに前回よりスムーズにディスカッションなどができるようになったと
き，Morning Teaching での発言も嫌ではなくなってきた時，分からないことを教えてくれと聞くこと，な
ど自分がちょっとずつ環境に慣れていき，できることが増えてきたなと時に感じる喜びは大きかったと思い
ます。また，指導医の先生が日本の学生はここまでできれば十分だよという姿勢ではなく，「もう最終学年
で後少しで Resident になるのだから今のうちに多くを吸収するように」と言い，またそのように McGill 大
学の学生と同様手を抜かずに厳しく指導してくださったのも嬉しかったです。今日本に帰ってきて Jewish
General Hospital にいたときのことを思うと，本当に４週間が一瞬で過ぎてしまったかのように楽しかった
し，この時期にカナダにいくことができて本当に良かったなと思います。何事も経験でたくましくなってい
くのだなと思います。
後輩のみなさんに伝えたいのは，何事もやってみたいと思うことがあるのならばまずやってみてほしいと
いうことです。今回の私の留学のように自分で渡航先を見つけてそれに向けて準備をしていくのは予想して
いる以上に厄介なことが多く，またそれをサポートしてくださる富山大学の先生方にも多くの負担を強いる
ことになります。
しかし，自分の行ってみたい国へ行って長期間その環境に身を置くということはこれから先何度でもある
チャンスではないと思いますし，行きたいと思った時に行かないとそのようなチャンスはなかなか巡ってこ
ないのではないかと思います。今回の留学は学生のうちに海外で刺激を受けて奮闘する機会があって，本当
に良かったなと思えるものになりました。次回は医師としてもう少し成長し，いろいろな波にもまれた後に
行けたらよいなと思います。今海外実習を考えている人は是非行きたいところへいってきてください。
今後海外実習を考えている方で質問があれば何でも聞いて下さい。
最後に，今回の留学に関して推薦状を書いて下さったり，McGill 大学の留学担当の方との連絡を取って
いただいた山城先生，留学許可をしていただいた宮脇先生，本当にありがとうございました。
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